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恵
那
の
魅
力
を
再
確
認

　

恵
那
市
は
、
多
く
の
可
能
性
と

魅
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。
こ
の
魅

力
を
、
掘
り
起
こ
し
再
確
認
す
る

こ
と
で
、
市
へ
の
定
住
を
自
信
を

持
っ
て
紹
介
で
き
ま
す
。

　

市
の
一
番
の
魅
力
は
、
豊
か
な

自
然
環
境
で
す
。
名
古
屋
市
へ
電

車
で
約
１
時
間
と
、
都
市
と
の
生

活
を
両
立
す
る
こ
と
も
可
能
な
地

域
で
す
。
朝
、
畑
で
採
れ
た
野
菜

を
食
べ
た
り
、
き
れ
い
な
夕
焼
け

に
目
を
奪
わ
れ
た
り
と
、
ゆ
っ
た

り
と
自
然
を
感
じ
て
暮
ら
す
こ
と

の
喜
び
が
恵
那
に
は
あ
り
ま
す
。

こ
の
豊
か
な
自
然
を
生
か
し
て
、

交
流
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。

充
実
し
た
子
育
て
環
境

　

生
活
環
境
で
は
、
市
内
に
は
、

光
ケ
ー
ブ
ル
網
が
整
備
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
市
内
全

戸
で
高
速
通
信
が
可
能
で
す
。
こ

の
設
備
は
、
全
国
で
も
非
常
に
進

ん
だ
取
り
組
み
で
す
。

　

子
育
て
環
境
で
は
、
子
ど
も
が

小
さ
い
う
ち
は
手
元
で
し
っ
か
り

と
面
倒
を
見
て
、
保
育
園
な
ど
へ

通
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
働

き
出
す
の
が
主
な
生
活
パ
タ
ー
ン

で
す
。

　

こ
の
た
め
、
未
就
園
児
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
市
内
７

カ
所
の
保
育
園
に
あ
り
ま
す
。
子

ど
も
元
気
プ
ラ
ザ
な
ど
、
い
つ
で

も
利
用
で
き
る
施
設
も
あ
り
、
県

内
で
も
非
常
に
充
実
し
た
子
育
て

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

子
ど
も
医
療
費
助
成
と
し
て
、
中

学
校
卒
業
ま
で
入
院
や
通
院
が
無

料
な
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
す
。

え
な
の
木
で
家
づ
く
り
支
援
事
業

も
開
始
し
ま
し
た
。
地
域
産
材
の

利
用
促
進
も
含
め
、
一
定
量
の
地

域
産
材
の
利
用
や
市
内
の
建
築
業

者
が
施
工
し
た
場
合
、
転
入
者
に

は
２０
万
円
を
限
度
に
助
成
し
、
市

内
の
方
で
あ
れ
ば
、
固
定
資
産
税

の
減
免
を
行
う
制
度
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
済
的
な
支
援
を

行
う
ほ
か
、
市
へ
の
移
住
・
定
住

を
促
す
た
め
に
、
移
住
・
定
住
セ

ミ
ナ
ー
や
恵
那
体
験
ツ
ア
ー
も
開

い
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
移
住
希
望
者
の
た
め

に
、
市
内
の
空
き
家
な
ど
を
紹
介

す
る
「
空
き
家
バ
ン
ク
」
の
制
度

も
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
地
域
の

中
で
移
住
者
を
受
入
れ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

５
本
柱
で
人
口
減
少
対
策

　

市
で
は
、
人
口
減
少
を
抑
制
す

る
た
め
、
５
つ
の
柱
を
定
め
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。こ
の
計
画
は
、

総
合
計
画
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
し
て
、
人
口
減
少
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
皆
さ
ん
と
検
討
し
、
後
期

基
本
計
画
と
し
て
決
定
し
た
も
の

で
す
。

　

後
期
基
本
計
画
は
来
年
度
か
ら

の
計
画
で
す
が
、
市
は
前
倒
し
で

実
施
し
、
待
っ
た
な
し
の
取
り
組

み
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
人
口
減
少
対
策
の
専
任
部

署
で
あ
る
「
ふ
る
さ
と
活
力
推
進

室
」
を
こ
と
し
４
月
に
設
置
し
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

人
間
関
係
も
大
き
な
魅
力

　

市
内
に
は
、
多
く
の
団
体
活
動

や
地
域
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る

の
も
特
徴
で
す
。
市
民
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
支
援
す
る
「
ま
ち
づ

く
り
市
民
活
動
助
成
制
度
」
は
約

１５
年
の
歴
史
が
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
市
民
活
動
を
支
え
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
自
治
法
に
基
づ
く

地
域
自
治
区
も
設
置
さ
れ
、
地
域

協
議
会
の
下
で
、
ま
ち
づ
く
り
活

動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
総
合
的
に
、
支
え
て

い
る
の
が
豊
か
な
人
間
関
係
で

す
。
本
市
の
魅
力
の
根
底
に
あ
る

の
は
、
人
付
き
合
い
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
家
で
作
っ
た
野
菜
な

ど
の
譲
り
合
い
や
、
地
域
を
守
る

た
め
の
日
常
の
活
動
な
ど
近
所
の

つ
な
が
り
が
恵
那
の
伝
統
や
文
化

を
守
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
を
基
本
と
し
た
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
市
の
魅
力
を
さ
ら
に

発
信
し
ま
す
。

転
入
者
と
定
住
者
を
支
援

　

人
口
減
少
対
策
は
、
暮
ら
し
や

す
い
ま
ち
づ
く
り
そ
の
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
総
合
計
画
を
着
実

に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

市
内
か
ら
の
転
出
を
防
ぐ
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
特
に
直
接
的

に
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
と
し

て
、
移
住
・
定
住
対
策
事
業
が
ス

タ
ー
ト
。
昨
年
度
か
ら
市
内
に
住

宅
を
新
築
し
て
転
入
し
た
方
へ
、

固
定
資
産
税
の
減
免
や
１
世
帯
に

２５
万
円
（
義
務
教
育
以
下
の
児
童

が
い
る
世
帯
は
、
１
人
５
万
円
を

加
算
）
の
定
住
奨
励
金
を
交
付
す

る
制
度
を
始
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
と
し
４
月
か
ら
は
、

で
決
定
し
た
移
住
定
住
対
策
な
ど

の
５
本
の
柱
を
基
に
、
具
体
化
し

て
い
く
部
署
で
す
。
さ
ら
に
副
市

長
を
本
部
長
と
し
た
「
人
口
減
少

対
策
を
考
え
る
推
進
本
部
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
市
役
所
の
関
係
部

署
の
課
長
２２
人
が
集
ま
り
、
具
体

策
の
協
議
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
つ
の
柱
の
施
策
を
進
め
る
こ

と
で
、
人
口
減
少
社
会
に
向
け
た

準
備
を
行
い
、
地
域
と
行
政
が
協

働
で
活
力
の
あ
る
地
域
を
つ
く
り

出
し
て
行
き
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
住
み
や
す
い
恵
那
市

に
、
ぜ
ひ
多
く
の
人
に
住
ん
で
い

た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
支
援
策

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
が
減
少
す
る
中
で
、
当
市
の
人
口
も
急
激
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
平
成
１７
年

１０
月
に
５
万
５
千
７
６
１
人
だ
っ
た
の
が
、
こ
と
し
１０
月
に
は
、
５
万
３
千
６
百
人
と
推
計
さ

れ
て
お
り
、
５
年
間
で
２
千
人
以
上
の
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受
け
て
、
来
年

度
か
ら
始
ま
る
「
総
合
計
画
後
期
計
画
」
で
も
、
平
成
２７
年
の
目
標
人
口
を
５
万
５
千
人
か
ら

５
万
３
千
人
に
下
方
修
正
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

活
力
あ
る
恵
那
市
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
人
口
を
減
ら
さ
な
い
た
め
の
積
極
的
な
取

り
組
み
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
市
で
は
、
移
住
・
定
住
対
策
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
人
口
減

少
対
策
を
「
総
合
計
画
後
期
計
画
」
を
１
年
前
倒
し
し
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

□
問
い
合
わ
せ　

ふ
る
さ
と
活
力
推
進
室
（
内
線
３
８
２
）

みんなで進めよう

人口減少対策

柱1少子化対策
( 若者の結婚支援、子育て支援サービ
スの強化 )

柱２健康・寿命延伸対策
( 健康出前講座、高齢者の福祉活動、
地域間世代間のふれあい交流事業 )

柱３魅力づくり対策
( 歴史・自然・生活を生かしたまちづ
くり、郷土の誇り、都市農村交流事業 )

柱４雇用対策
( 安定雇用の確保、起業支援、農林業
活用 )

柱５移住・定住対策
( 定住促進、空き家活用、活性化協力
隊員の導入 )

移住、定住対策の５本の柱

▲こども元気プラザでは、育児のサポー
トを行っている。写真は、「みんなでお
散歩」をしながら親子で秋を感じた

▲

１１
月
に
名
古
屋
市
で
行
っ
た
移
住
・
定

住
セ
ミ
ナ
ー
に
は
約
４０
人
が
参
加
し
た

▼串原の古民家リフォーム塾では、家の改修など「移住のいろは」を楽しく学ぶ

移
住
・
定
住
対
策
を
本
格
化

ス
ト
ッ
プ
!

人
口
減
少
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みんなで進めよう

人口減少対策

住
み
良
い
恵
那
へ

移
住
・
定
住
の
た
め
の
支
援
策

定住奨励金、固定資産減免（ふるさと活力推進室・税務課）
市外から転入した方が新築住宅を取得した場合、固定資産税を減免し、奨励金２５万を支給。
義務教育以下の児童がいる場合は、１人につき５万円を加算して支給します。

太陽光発電助成事業（環境課）
２０万円を上限に、1㌔㍗当たり５万円を支給します。

浄化槽設置費助成（下水道課）
下水道のない地域を対象に、５人槽で５８万２千円を支給します（人槽で金額が異なります）。

水洗化融資あっせん、利子補給（下水道課）
２００万円まで、改修資金融資をあっせんします。また、１０万円まで利子を補給します。

耐震補強補助金 ( 建築住宅課）
８４万円を上限に耐震補強工事費の７０㌫までを補助します。

勤労者資金融資制度事業（商工観光課）
住宅建設、改築、用地の購入に５００万までを融資します。

地域空家バンク事業（ふるさと活力推進室）
市内の空き家情報などの移住と定住のニーズは、ふるさと活力推進室が相談に応じます。

　

市
で
は
「
ゆ
っ
た
り
と
快
適

に
誰
も
が
住
み
よ
い
恵
那
」
を

紹
介
す
る
、
移
住
・
定
住
用
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま
し

た
。
市
内
の
紹
介
や
定
住
支
援

メ
ニ
ュ
ー
な
ど
、
居
住
に
関
す

る
こ
と
を
載
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
市

外
の
方
に
向
け
て
発
信
し
て
い

ま
す
が
、
市
の
良
さ
や
魅
力
は

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。

市
民
一
人
一
人
が
、
恵
那
の
魅

力
を
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

一
番
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ

ん
が
恵
那
市
の
Ｐ
Ｒ
マ
ン
と

な
っ
て
、
市
外
へ
発
信
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で

す
。
近
く
に
あ
る
空
き
家
や
遊

休
地
な
ど
の
情
報
を
、
ぜ
ひ
と

も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

Ｐ
Ｒ
を
お
願
い
し
ま
す

インタビュー

積
極
的
な
声
掛
け
が
う
れ
し
い

　

わ
た
し
は
、
こ
こ
の
自
然
環

境
が
気
に
入
り
、
１１
年
前
に
移

住
し
ま
し
た
。 

今
、
豊
か
な

自
然
を
求
め
移
住
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
一
方
で
、
地
域
で
は
担
い

手
不
足
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま

す
。
山
岡
町
で
は
、
こ
れ
を
解

決
す
る
場
と
し
て
、
６
月
か
ら

交
流
定
住
環
境
づ
く
り
委
員
会

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
の
経
験
か
ら
移
住
者

は
、
地
域
の
生
活
習
慣
な
ど
、

当
た
り
前
の
こ
と
も
何
も
分
か

ら
な
い
の
で
す
。
そ
こ
を
意
識

し
て
地
域
の
方
が「
地ぢ

の
ま
ま
」

に
話
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し
い

で
す
。
ま
た
希
望
者
は
、
地
域

の
ル
ー
ル
を
知
っ
た
上
で
移
住

し
て
い
た
だ
き
た
い
し
、
迎
え

る
側
は
積
極
的
に
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

交
流
で
新
た
な
文
化
が
育

ち
、
魅
力
的
な
ふ
る
さ
と
が
で

き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

結婚支援事業（ふるさと活力推進室）
恵那ことぶき結婚相談所や地域と協働で、出会いの場の設定など結婚に対す
るサポート体制の強化を図っています。

子ども福祉医療費助成（市民課）
０歳から中学校卒業までの医療費自己負担分を助成（所得制限なし）。一人親
家庭についても助成します（所得制限あり）。

ファミリーサポートセンター事業（子育て支援課）
依頼する会員と援助する会員の登録制で、センター・アドバイザーの指導の
もと、保育園などの登園前の預かりや送り、帰宅後の預かり、家族が病気になっ
たときの子どもの世話などを、有償で行います。

低年齢児保育事業 ( 子育て支援課 )
核家族化や生活様式の多様化などによる保育の需要に、適切な対応をするた
め、保育所での低年齢児の受け入れ環境をさらに充実します。

保育料助成（子育て支援課）
第３子以降の保育料は無料。第２子の保育料も
半額としています。

インフルエンザ予防接種費助成事業（健康推進課）
中学３年生まで、自己負担１５００円 / 回で接種で
きるように助成します。

ブックスタート事業（中央図書館）
出生児に絵本をプレゼントします。

高齢者生き生き住宅改善助成（高齢福祉課）
助成額４０万円を上限に、高齢者向け住宅改修に助成
します。

インフルエンザ予防接種費助成事業（健康推進課）
６５歳以上の方に、自己負担１,５００円 / 回で接種できる
ように助成します。

出前健康づくり学習（健康推進課）
市民の自主的な健康管理や健康づくり活動をサポート
するため、各地域や企業が主催する健康づくり教室に
保健師などを派遣します。

高齢者等温泉施設利用助成事業（高齢福祉課）
市内の温泉施設を利用したときに、３００円 / 回を助成
します（年４回分）。

火災警報器購入費助成事業（高齢福祉課）
６５歳以上の方で、１世帯に１台を限定に、非課税世
帯では５，４００円、課税世帯では２，０００円を助成します。

明知鉄道シルバー券（明知鉄道㈱）
シルバー券として６５歳以上の方に、一年間１００円で
利用できる乗車券を、２,０００円で発売しています。

都市農村交流事業（農業振興課）
棚田オーナー、そばオーナー、企業研修の農業体験会を開催。交流体験施設

「結いの炭
すみ

家
か

」「茅
かや

の宿とみだ」では宿泊もできます。

恵那ブランド育成事業（商工観光課）
地域発の商品のブランド化と地域のイメージのブランド化を結びつけ、それ
を管理する地域の人材育成を行って、持続的な地域経済の活性化を図ります。

移住定住セミナーの開催事業（ふるさと活力推進室 )
主に名古屋市内で恵那の魅力をＰＲし、移住定住者を募っています。　

恵那の魅力ツアー事業（ふるさと活力推進室）
移住、定住希望者に恵那を体験する中で、恵那の魅力を知っていただくツアー
を開催しています。

企業誘致対策事業（商工観光課）
投下資本の１割（上限５，０００万円）の企業等立地奨励金を支給。さら
に市民の新規雇用１人につき３０万円（上限３，０００万円）を支給します。

キャリア教育の充実（学校教育課）
高校生と中学生が市内企業で職場体験を行います。市内の優良な事
業所に目を向け、キャリア教育を推進します。

就農・就業支援事業 ( 農業振興課・観光商工課 )
市内でニュービジネスを模索する方に、相談窓口を設置し紹介など
の支援を行います。

えなの木で家づくり支援事業（林業振興課）
地域材の柱を３０本以上使い、市内建設業者が住宅を新築したとき、
市内の方は固定資産税を３年間減免、転入者は、２０万円交付します。

主な事業と担当課

魅力づく
り対策

少子化
対策

健康寿命
延伸対策

雇用
対策

移住・定住
対策

主な事業と担当課

主な事業と担当課

主な事業と担当課

主な事業と担当課

山口岳
たけ

志
し

さん
（山岡町在住・４８歳）
ＮＰＯまちづくり山岡・
交流定住環境づくり事
業委員


